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【 誤 訳 訂 正 書 】
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【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ と 、
こ の ハ ウ ジ ン グ を 介 し て 結 合 す る 方 向 に 延 び る 結 合 す る 端 を 有 す る リ ー ド 組 立 と 、
こ の リ ー ド 組 立 が 少 な く と も １ 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止 す る 複 数 の 保 持 面 を 有 す る リ ー
ド 組 立 保 持 体 と を 有 し て な り 、
前 記 リ ー ド 組 立 は 、 さ ら に 前 記 結 合 す る 方 向 に 前 記 保 持 体 を 偏 倚 す る 偏 倚 部 材 を 有 す る 電
気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 持 体 は 、 前 記 リ ー ド 組 立 が 前 記 結 合 す る 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止 す る 請 求 項 １
記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 体 は 、 前 記 リ ー ド 組 立 が 前 記 結 合 す る 方 向 と 反 対 の 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止
す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 リ ー ド 組 立 が 前 記 結 合 す る 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止
す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 リ ー ド 組 立 が 前 記 結 合 す る 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止
す る よ う に 離 間 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 を 有 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 壁 の 少 な く と も １ つ は 、 ノ ッ チ を 有 し 、 前 記 リ ー ド 組 立 は 、
そ の ノ ッ チ 内 に 受 入 れ ら れ 、 前 記 リ ー ド 組 立 が 前 記 結 合 す る 方 向 と 反 対 の 方 向 に 移 動 す る
こ と を 阻 止 す る 突 起 を 有 す る 請 求 項 ５ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 突 起 は 、 傾 斜 す る 構 成 を 有 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 突 起 は 、 ３ 角 形 状 の 断 面 を 有 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 突 起 は 、 台 形 形 状 の 断 面 を 有 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 保 持 体 は 、 第 １ の 方 向 に 前 記 リ ー ド 組 立 の 移 動 を 阻 止 す る 第 １ 部 材 と 、 第 ２ の 方 向 に 前
記 リ ー ド 組 立 の 移 動 を 阻 止 す る 第 ２ 部 材 と 、 を 有 す る 電 気 コ ネ ク タ に お け る リ ー ド 組 立 を
保 持 す る た め の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ の 方 向 が 、 前 記 第 １ の 方 向 に 直 交 す る 前 記 請 求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 さ ら に 、 第 ３ の 方 向 に お け る 前 記 リ ー ド 組 立 の 移 動 を 阻 止 す る 第 ３ 部 材 を 有 す る 前 記 請
求 項 １ ０ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 方 向 は 、 前 記 第 １ の 方 向 と 直 交 し 、 前 記 第 ３ の 方 向 は 前 記 第 １ の 方 向 と 直 交
す る 前 記 請 求 項 １ ２ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ３ の 方 向 は 、 前 記 第 ２ の 方 向 と 直 交 す る 前 記 請 求 項 １ ３ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 保 持 体 は 、 第 １ 側 お よ び 第 ２ 側 を 有 す る 壁 部 分 と 、 こ の 壁 部 分 の 第 １ 側 か ら 延 び る 第 １
お よ び 第 ２ 突 起 で あ っ て 、 こ の 突 起 は そ れ ら の 間 に 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 は 、 そ の 溝 内 に 前
記 リ ー ド 組 立 を 受 入 れ る こ と が で き る 溝 間 隔 を 有 す る も の と を 備 え る 電 気 コ ネ ク タ に リ ー
ド 組 立 を 保 持 す る た め の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 保 持 体 は 、 前 記 壁 部 分 の 第 １ 側 か ら 延 び る 第 １ お よ び 第 ２ の 複 数 突 起 で あ っ て 各 前
記 複 数 突 起 は 普 通 に リ ニ ア の 配 列 に 配 置 さ れ 、 前 記 溝 は 前 記 第 １ の 複 数 お よ び 第 ２ の 複 数
の 間 に 形 成 さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 突 起 は 、 第 １ の 方 向 に 前 記 リ ー ド 組 立 を 保 持 す る よ う に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載
の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 突 起 は 、 前 記 第 １ の 方 向 に 直 交 す る 第 ２ の 方 向 に 正 確 に 前 記 リ ー ド 組 立 を 整 列 す る
よ う に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 壁 部 分 は 、 前 記 第 １ の 方 向 と は 異 な る 第 ２ の 方 向 に 前 記 リ ー ド 組 立 を 保 持 す る よ う
に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ２ の 方 向 は 、 前 記 第 １ の 方 向 と 直 交 す る 前 記 請 求 項 １ ９ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 壁 部 分 の 第 １ 側 は 、 前 記 保 持 体 が 前 記 コ ネ ク タ に 固 定 さ れ る と き に 前 記 リ ー ド 組 立
と 接 合 す る よ う に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 壁 部 分 の 端 は 、 前 記 リ ー ド 組 立 の ア ー ム 部 分 内 に 受 入 れ ら れ る よ う に さ れ る 前 記 請
求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 溝 間 隔 は 、 リ ー ド 組 立 と 保 持 体 と の 間 に 隙 間 嵌 め お よ び ス ナ ッ プ 嵌 め の 少 な く と も
一 方 を 有 す る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 保 持 体 は 、 前 記 リ ー ド 組 立 に あ り 継 ぎ 嵌 め さ れ る よ う に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載
の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 各 突 起 は 、 丸 形 の 端 を 有 す る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 壁 部 分 の 第 １ 側 か ら 延 び る 第 １ の 座 を 有 し 、 こ の 座 は 、 前 記 リ ー ド 組 立 が
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座 に 向 か う 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止 す る よ う に さ れ る 前 記 請 求 項 １ ５ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 さ ら に 、 前 記 壁 部 分 の 第 １ 側 か ら 延 び る 第 ２ 座 を 有 し 、 こ の 第 １ お よ び 第 ２ の 座 は 、 前
記 溝 間 隔 よ り も 小 さ い そ れ ら の 間 に 座 間 隔 を 有 す る 前 記 請 求 項 ２ ６ 記 載 の 保 持 体 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　

　

　

【 請 求 項 ２ ９ 】
　
　

　

　

【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 接 点 １ ０ ４ は 、 回 路 基 板 と 係 合 す る た め の 端 子 端 １ １ ０ を 有 す る 。 好 ま し く は 、 端 子 端
１ １ ０ は 、 従 順 な 端 子 端 で あ り 、 そ れ で も 、 そ の 端 子 端 が 、 例 え ば 、 プ レ ス 嵌 め で あ る か
、 あ る い は あ ら ゆ る 面 実 装 、 ま た は 貫 通 実 装 の 端 子 端 で あ る こ と が で き る 。 ま た 接 点 は 、
補 完 的 な レ セ プ タ ク ル 接 点 と 係 合 す る た め の 結 合 す る 端 １ １ ２ を 有 す る 。 図 示 さ れ る よ う
に 、 コ ネ ク タ １ ０ ０ は 、 ま た 第 １ 実 施 例 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ を 有 す る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ １
４ は 、 そ れ ぞ れ 単 一 の ノ ッ チ １ １ ４ Ｂ を 規 定 す る そ れ ぞ れ す る 壁 を 有 す る 、 複 数 の 離
間 し た 壁 １ １ ４ Ａ を 有 す る 。 壁 １ １ ４ Ａ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ に 沿 っ て 離 間 さ れ
、 充 分 に 離 れ て 離 間 し て 、 各 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ の 結 合 す る 端 １ １ ２ の た め の 貫
通 す る に 充 分 大 き く 、 か つ 、 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ 　 １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ が 第 １ 方 向 （ 例 え ば 、 図 １ Ａ
に 示 さ れ る 負 の ｘ -方 向 に 、 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ に 向 か っ て ） 移 動 す る の を 阻 止 す
る た め に 充 分 に 小 さ い 、 開 口 ま た は ス ロ ッ ト Ｓ Ｔ を 創 り 出 す （ 例 え ば 、 ほ ぼ ０ .９ ｍ ｍ 又
は そ れ 以 下 ） 。 好 ま し い 実 施 例 に お い て は 、 ま た 、 各 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ が 負 の ｘ -方 向 に 移 動 す る
こ と を 阻 止 す る 各 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ に よ っ て 規 定 す る 機 械 的 阻 止 Ｍ Ｓ が あ る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ Ａ お よ び ４ Ｂ は 、 こ の 発 明 に よ る 代 表 的 な ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０ を 有 す る 直 角 ヘ ッ ダ コ
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第 １ お よ び 第 ２ の 区 画 壁 を 有 し 、 こ の そ れ ぞ れ の 区 画 壁 は 、 そ れ ぞ れ の ノ ッ チ を 規 定 し
、 こ の ノ ッ チ は 、 千 鳥 模 様 に 配 置 さ れ て そ の 電 気 コ ネ ク タ の 安 定 性 を 増 強 す る コ ネ ク タ ハ
ウ ジ ン グ と 、

前 記 第 １ の 区 画 壁 の ノ ッ チ 内 に 受 け ら れ る 第 １ 突 起 で あ っ て 、 こ の 第 １ 突 起 は 、 前 記 第
１ リ ー ド フ レ ー ム 組 立 が 結 合 す る 方 向 と は 反 対 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止 す る 第 １ 突 起 を
有 す る 第 １ リ ー ド フ レ ー ム 組 立 と 、

前 記 第 ２ の 区 画 壁 の ノ ッ チ 内 に 受 け ら れ る 第 ２ 突 起 で あ っ て 、 こ の 突 起 は 、 前 記 第 ２ リ
ー ド フ レ ー ム 組 立 が そ の 結 合 す る 方 向 と は 反 対 方 向 に 移 動 す る こ と を 阻 止 す る よ う に す る
第 ２ 突 起 を 有 す る 第 ２ リ ー ド フ レ ー ム 組 立 と 、
を 有 す る 電 気 コ ネ ク タ 。

コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ と 、
こ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 結 合 す る 方 向 に 延 び る 結 合 す る 端 部 お よ び ア ー ム を 有 す る リ ー ド 組

立 と 、
電 気 コ ネ ク タ に お け る 前 記 リ ー ド 組 立 を 保 持 す る 保 持 体 で あ っ て 、 こ の 保 持 体 は 、 第 １

側 と 、 対 向 す る 第 ２ 側 と 、 頂 上 部 と を 有 す る 壁 部 分 を 有 す る 保 持 体 と 、
を 有 し て な り 、

前 記 リ ー ド 組 立 は 、 前 記 保 持 体 の 第 １ 側 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 ア ー ム は 、 前 記
保 持 体 の 頂 上 壁 部 分 を 跨 ぎ 、 さ ら に 前 記 保 持 体 の 第 ２ 側 に 接 合 す る 電 気 コ ネ ク タ 。
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ネ ク タ 組 立 の 部 分 と し て 、 代 表 的 な 保 持 部 材 １ ２ ０ を 示 し て い る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０
は 、 上 述 し た ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ と 同 様 で あ り 、 複 数 の 離 間 し た 壁 ３ ０ ０ Ａ を 有 し 、 そ
の そ れ ぞ れ は 、 １ つ 、 ま た は そ れ 以 上 の ノ ッ チ ３ ０ ０ Ｂ （ １ ） 、 ３ ０ ０ Ｂ （ ２ ） を 有 す る
。 壁 ３ ０ ０ Ａ は 、 望 ま し く は 、 充 分 遠 く に 離 間 し て 、 そ れ ら の 間 に 各 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １ ０ ２
Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ の 結 合 す る 端 １ １ ２ に と っ て 通 過 す る に 充 分 な 大 き さ （ 例 え ば 、 ほ ぼ ９ ｍ ｍ
ま た は そ れ 以 下 ） で あ り 、 か つ 、 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ が ｘ -方 向 に （ す な わ ち 、
ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０ に 向 か っ て ） 移 動 す る こ と を 阻 止 す る の に 充 分 小 さ い 開 口 を 創 り 出 す 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 ノ ッ チ ３ ０ ０ Ｂ （ １ ） 、 ３ ０ ０ Ｂ （ ２ ） は 、 各 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ に お け る
半 分 テ ー パ ー ま た は 半 分 傾 斜 の 突 起 ３ ０ ０ Ｃ を 受 け る 。 追 加 の 修 理 お よ び 増 強 の た め に 、
突 起 ３ ０ ０ Ｃ は 、 ２ 方 向 の い ず れ か 、 ま た は 両 方 に 傾 斜 す る こ と が で き 、 か つ 、 こ の よ う
に 、 上 述 し た よ う に ３ 角 形 状 ま た は 台 形 断 面 を 有 す る 。 こ の 設 計 は 、 独 立 し た Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １
０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ が 、 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ２ Ｂ の 搭 載 後 、 負 の ｘ -方 向 に （ す な わ ち
ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０ か ら 離 れ て ） 除 去 さ れ る こ と が で き る 。 代 表 的 な ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０ は 、
望 ま し く は 、 Ｉ Ｍ Ｌ Ａ の た め に 千 鳥 模 様 に ハ ウ ジ ン グ ３ ０ ０ に 取 付 け ら れ る こ と が で き る
。 例 え ば 、 １ つ の 突 起 ３ ０ ０ Ｃ は 、 第 １ ノ ッ チ ３ ０ ０ Ｂ （ １ ） を 係 合 し 、 隣 接 し た Ｉ Ｍ Ｌ
Ａ の 突 起 ３ ０ ０ Ｃ は 、 第 ２ ノ ッ チ ３ ０ ０ Ｂ （ ２ ） を 係 合 す る 。

(4) JP 2007-501502 A5 2007.9.13

区 画

区 画

こ の 配 置 は 、 コ ネ ク タ 全 体
の 安 定 性 を 増 進 す る 。
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